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上下水道耐震化計画策定の背景

●国から、令和６年９月に全ての水道事業者と下水道管理者に対して、「上下水道耐震化計画」

を策定するよう要請があった

●計画に定める事項

・上下水道システムの「急所施設」の耐震化 ➩市営水道の目標：対策が必要な施設の耐震診断を行い、耐震化を実施

・上下水道で共通な避難所等の「重要施設」の設定及び「重要施設」に接続する上下水道管路等

の耐震化 ➩市営水道の目標：概ね20年間で耐震化を完了

●計画期間は、令和７年度から令和１１年度（５年毎に更新）

※計画を策定することで、国の交付金が使えるようになる

・令和６年能登半島地震において、最大約14 万戸が断水するなど上下水道施設に甚大な被害が

発生した

・浄水場や配水池、下水処理場に直結する管路等の上下水道システムの「急所施設」の耐震化が未

実施であったことから、広範囲で断水や下水道管内の滞水が発生し、復旧に期間を要した

・災害時においても従前どおり水の使用を可能とするためには、水道と下水道の両方の機能を確保する

ことが重要

・上下水道システムの「急所施設」の耐震化を進める必要がある

・そのためには、水道事業者と下水道管理者の間で調整を行い、避難所等の「重要施設」に接続する

上下水道管路の耐震化を進める必要がある

1

1



上下水道耐震化計画の水道施設

急所施設とは、その施設が機能を失えばシステム全体が機能を失う最重要施設

①取水施設 ②導水管 ③浄水施設 ④送水管 ⑤配水池 ⑥ポンプ所

①

②

③

④

⑤⑥

②

①

①重要施設とは、地域防災計画に定めらている避難所、病院など、上下水道機能の確保が

必要な施設 ※水道事業者と下水道管理者で共通なものとする

②重要施設に接続する管路とは、配水池から重要施設までの配水本管及び配水支管
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急所施設（水道）

土気浄水場

平川浄水場

大野台送水
ポンプ場

大木戸浄水場

〔①取水〕

〔①取水〕

〔③浄水・⑤配水池・⑥ポンプ所〕

〔⑤配水池・⑥ポンプ所〕

〔④配水池・⑤ポンプ所〕

〔⑤配水池・⑥ポンプ所〕

〔④送水管〕

〔④送水管〕

〔④送水管〕

〔④送水管〕

〔②導水管〕

＜統廃合施設について＞

取水施設、浄水施設、配水池、ポンプ所

耐震性能

有

無（平川・大木戸は不明）

導水管、送水管

耐震性能

有

無（耐震化R7～R11）

無（耐震化R12～R26）

緑区給水区域

土気井戸４号

土気井戸５号

耐震化の状況

① 取水施設（5箇所）
耐震化率 72％(3箇所)
※耐震済：更科1・2号・ﾘｻｰﾁ井戸

② 導水管（3.8km）
耐震化率 45％(1.7km)
※耐震済：更科・ﾘｻｰﾁ導水管

③ 浄水施設（3箇所）
耐震化率 76％(2箇所)
※耐震済：更科・ﾘｻｰﾁ施設

④ 送水管（13.8km）
耐震化率 62％(8.6km)
※耐震済：大野台・高根送水管

⑤ 配水池（7箇所）
耐震化率 22％(4箇所)
※耐震済：大野台・高根・更科・ﾘｻｰﾁ施設

⑥ ポンプ所（7箇所）
耐震化率 46％(4箇所)
※耐震済：大野台・高根・更科・ﾘｻｰﾁ施設

※管路の「耐震化率」は従来の「耐震適合率」の値

平川浄水場、土気浄水場については、
広域連携（長柄案）による統廃合を
検討するため、今期（R11末まで）
の耐震化を見送る

県水の誉田給水場より

県水の福増浄水場より

若葉区給水区域

ちばリサーチパーク井戸

ちばリサーチパーク浄水場

更科浄水場

〔①取水〕

〔①取水〕

〔①取水〕

〔③浄水・⑤配水池・⑥ポンプ所〕

〔①浄水・⑤配水池・⑥ポンプ所〕

〔②導水管〕

〔②導水管〕

〔⑤配水池・⑥ポンプ所〕

〔④送水管〕
高根給水場

更科井戸２号

更科井戸１号

県水の柏井浄水場より
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※「耐震化率」は従来の「耐震適合率」の値
※水道管路の耐震化は令和26年度末までに完了予定
※水道管路の耐震化済みの重要施設（R5末： R11末： ）

重要施設に接続する管路（水道）

土気浄水場

大木戸浄水場

大野台送水
ポンプ場

平川浄水場

越智中学校

越智公民館

越智小学校

大木戸小学校

千寿苑

ガーデン・セブン

セルプ・ガーデンハウス

大椎小学校

あすみが丘
小学校

大椎中学校

土気
腎クリニック

土気南
小学校

土気南中学校

あすみが丘
プラザ

昭和の森
クリニック

県立土気
高等学校

坂の上外科
土気公民館

土気小学校

土気いきいききセンター
土気市民センター

土気中学校

鏡戸病院

ちばリサーチパーク浄水場

更科浄水場

総泉病院

白井小学校

高根給水場

更科小学校

更科中学校 更科公民館

白井中学校

水道管路の耐震化の状況

重要施設：30箇所、対象延長：48.4km
●令和５年度末
箇所数：11箇所
耐震化延長：35.0km
耐震化率  ：72％ 

●令和11年度末
箇所数：14箇所
耐震化延長：39.0km
耐震化率  ：81％ 

緑区給水区域

若葉区給水区域

ロイヤル
グリーンホーム

浄水場等、重要施設

施 設

浄水場等

重要施設

重要施設の接続する水道管路

耐震性能

有

無（耐震化R7～R11）

無（耐震化R12～R26） 4
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